






































第 1節　阿光坊遺跡

　　　第Ⅱ章　調査成果









































































































































































第 2節　天神山遺跡　　　





































































































































　　　第 3節
　　　十三森（2）遺跡





















































































青森県おいらせ町内遺跡出土須恵器の胎土分析

松本建速

１．　はじめに

青森県上北郡おいらせ町内の十三森および天神山遺跡から出土した須恵器の化学成分を測定したので

その結果を報告し、若干の考察をおこなう。十三森と天神山の両遺跡からは、末期古墳と呼ばれるタイ

プの古代の墓が多数検出されている。今回試料としたのは、それらの主体部や周溝から出土したもので

ある。それぞれの胎土の産地を推定する基礎データを得ることを分析の第一の目的とした。異なる時期

の土器間、また、同じ時期の土器でも精製と粗製とでは、胎土に違いがあるのかを見ることを分析の第

二の目的とした。

２．　試　料

十三森遺跡出土の須恵器片５点、天神山遺跡出土の須恵器片６点を試料とした。それぞれの土器型式

や出土遺構等の情報を表に掲載した。

３．　方　法

　分析は誘導結合プラズマ発光分光分析法inductively coupled plasma atomic emission spec trom e try（以

下では ICP-AESと略す）によった。 装置は筑波大学分析センター設置の日本ジャーレル・アッシュ社製

ICAP-757Vである。

４．　分　析

（１）試料作成

　土器の破損部から 1cm四方ほどの破片を採取する。土器表面を電動やすりで研磨し、表面の付着物を

取り除く。１cm× 0.5cmほどの土器破片を瑪瑙乳鉢で粉砕・すり潰す。すり潰された粉末を 0.05 ｇ秤

量し、蓋付きのテフロン容器に入れる。それに、硝酸 0.5ml、過塩素酸 0.5ml、フッ化水素酸 1.0ml を

順に加える。蓋を閉め、容器ごとホットプレート上に置き、100℃で 6時間以上熱する。次に、蓋を開

け 160℃に加熱し、蒸発乾固させる。乾固された試料に 6規定蒸留塩酸 1.0ml を加え、160℃で再び蒸

発させる。しばらく放冷後、1規定硝酸を加え、100℃に加熱する。試料が完全に溶けていることを確

かめた後、1規定硝酸を加え、1000 倍に希釈し、50.00 ｇの溶液試料を得る。また、土器の破損断面が

黒色であり、炭素を多量に含むと予想できるので、粉砕後、マッフル炉内を用いて 500℃で２時間加熱し、

炭素を除去したものを分析した。

粘土についても、瑪瑙乳鉢で粉砕後、土器と同様にマッフル炉で加熱したものを試料とした。酸で溶

解する手順は上記と同様である。

（２）実験

得られた溶液試料を ICP-AES で定量分析した。標準試料には、旧地質調査所発行の JA1、JB1a、

JG1a、JGb1、JR1、JSd1 を用いた。Ti・Al・Fe・Mn・Mg・Ca・Na・K・P・Ba・Cr・Cu・Li・Sc・

Sr・V・Y・Zn・Zr の 19元素を測定した。これらの元素は、メイスン ,B.（松井・一国訳 1970）の地殻

平均で存在度が高いとされる元素のうち、20ppm以上含まれる元素のほとんどを含むので、地質的背景

を考えながら土器胎土成分の地域差を考察するのに利用できる。

５．　結果と考察

（１）結果

分析結果を表に掲載した。また、試料ごとの全元素濃度をグラフにした（図１）。



（２）十三森遺跡出土須恵器と天神山遺跡出土須恵器との比較

一般には、Ca・Na・Kの３元素を用いれば、産地ごとの粘土の差を見ることができ、東北北部地域の

第四紀層の粘土を用いた場合には、K/Na ＋ Caと Ca/Na ＋ Kの２つの指標が、産地ごとの成分の違い

を良く反映することが知られている（松本 2003）。そこで、図２-１に今回の全試料のその２指標の値

を示した。この指標では、横軸の値が右に寄るほどKの比率が高く、縦軸の値が上に向かうほどCaの

比率が高いことになる。図によると、十三森遺跡出土須恵器（白丸として表示）は右下に、天神山遺跡

出土須恵器（黒丸として表示）の６～９は左上に集まる。天神山遺跡出土須恵器の 10・11 は、十三森

遺跡出土須恵器の値に近い。さらに、天神山遺跡の６は、７～９とは少し離れた位置にある。以上のこ

とから、天神山遺跡出土の須恵器は、図２-１によって、６（天神山①）、７～９（天神山②）、10・11（天

神山③）の３つに大別できる。十三森遺跡は若干ばらついており、この指標では細別が難しい。

図２-２は、横軸にフェルシック鉱物の主要元素を用いた指標であるK/Na ＋ Ca、縦軸にマフィック

鉱物の主要元素を用いたTi/Al ＋ Fe ＋Mgを取ったグラフである。天神山②の３試料は、この指標でも

比較的まとまりが良く、同一産地の可能性が高い。それに対し、十三森遺跡の５試料はすべてばらつい

ている。それらが、様々な産地の製品であることを反映しているのであろう。

また、図２- １で天神山①②とした試料６～９は、Fe 濃度が低い（2.7％以下）のが特徴である（図

１- １）。

（３）産地推定

焼成窯が明白である試料の分析値が手元に少ないので、多くを語ることはできないが、最後に、可能

な試料について産地を推定しておく。比較に用いるのは、外観から産地推定されている試料（推定陶邑、

推定湖西）と窯出土試料（五所川原市犬走窯）の分析値である。すべて筆者が今回の試料と同様の方

法で分析したものである（松本 2001、2002、2003）。ただし、松戸市立出遺跡出土の産地不明の横瓶

の分析値も１点示してある。

図３- １・２により、十三森遺跡試料２は五所川原産と推定できる。しかしながら、今回分析した他

の 10 点については、明確に産地を推定することはできない。ただし、産地不明の横瓶の分析値が十三

森遺跡試料７～９に近い。各地の窯出土試料の分析を継続することにより、化学成分によって産地推

定することが可能となるであろう。

６．　まとめ

（1）   十三森遺跡出土（９世紀）の須恵器と天神山遺跡の須恵器（７～８世紀）とでは、産地が全く異

なる。

（2）   ７～８世紀の天神山遺跡出土須恵器は、Fe 濃度が低いのが特徴である。

（3）   十三森遺跡出土の試料２は五所川原窯跡群のものと推定できる。

（4）   陶邑、湖西産と考えられる試料はなかった。

７．　おわりに

青森県上北郡おいらせ町内の十三森および天神山遺跡から出土した須恵器の産地推定を目的として

11 点の試料の胎土分析をおこなった。比較できる窯出土試料のデータを持たぬため、今回は、十三森

遺跡の試料２の１点しか産地推定することができなかった。ただし、基礎データの蓄積はできたので、

今後、７～９世紀の全国各地の須恵器のデータを収集し、比較することにより、産地推定がもう少し

可能となるであろう。全国各地の窯出土試料の主要元素を測定することも、今後の課題である。
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